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3．登録規則及び 同細則 に おける改正点の 解説

　　　　　 （特記事項の 取 扱 い 関連）

1．は じめに

　2002 年 2 月 20 日付規則第 1号 （日木籍船舶用）並 び に

達第 1 号 （日本籍船舶用）及び Notice　No．7 （外国籍船舶

用）に よ り、登 録規則及 び 同細則 の 特記事項 に 関す る 要件

が 部 改 正 され た。また、船 級 符 号 へ の 付 記 に 関 して 細 則

が
一

部改正 さ れ た 。 以 下、改正 さ れ た規則及 び細則 に つ い

て 解 説 す る。

2．改正の 背景

　船級符号へ の 付記 〔Class　Notation、以降
1dNotation ” と称

す る） は、船舶の 船級 を登録す る 際 に、当該船舶の 特殊な

設計条件 に 対応 す る ため 等の 理 由に よ り、な ん らか の 追加

要求／緩和規定を適用 した 旨を示すもの で ある （登録規則／

細則 2，1，3）。例 え ば、船体 主 要構造部 を FRP 材料で 建造さ

れ た船 舶 に 対 し船 級登 録 を行 っ た際 に、鋼 船 規 則 に 代 えて

強 化 プ ラ ス チ ッ ク船 規 則 を適 用 して 船級登 録 を行 っ た こ と

を明 示す るた め ”’FRP 　hull，「な る Notationを船級符号 に付記

す る もの で あ る。あ る い は、高 速 船 規 則 を適 用 して 船 級 登

録を行 っ た 船舶 に は 船級符号に F「High　Speed　Cargo　CrafしF「

等の Notationが、また、バ
ー

ジ 規則 （鋼船規則 Q 編）を適

用 して 船級登録 を行 っ た船舶 に
vTBargeTi

の Notation が 付記

され る 。

　 こ の よ うに 船級登録 に 関す る適用規則の 説明 と して 使用

され る べ き表示欄で あ り なが ら、従来か ら使 用 され て い る

Notationの 中 に は、現 実 に は 当 該 船 舶 に関 す る なん らか の

情 報 （設 計 条 件、使 用 目 的、主 官庁 の 航 行 区域 制 限、等）

を表示す る 性格の もの が 散見 され る 。こ の よ うな内容 は 本

来登 録 規 則 に定め られ る Notationに は 当 た ら ず、別 に 定め

られ る （登録規則 2，1，5−2）特記 事項 （Descrip廿ve 　Note、以

降
11DNIt と称す る ） に 該当する 記載内容 で ある 。

　 こ の よ うな、本来 の Notationの 主 旨に 必ず し もそ ぐわ な

い 点 を解消する必要が あ り、Notation／DN 表示の 運 用に つ

い て 修正 を図 る こ と と した。具体的 な修正 の 方 法 と して は、

木来の Notationに該当 しない もの は Notationか ら外す と共

に、DN に 該当す る 内容 に つ い て は 改め て DN と し て 明示

の うえ表示する こ と と した 。 なお、従来 DN は Register　of

Ships に の み 記載 され て い たが 、今回の 改正 で 船級証書 に

も記 載す る こ とと した 。

　 こ の よ うな修正 を行 っ て い くうえ で、登 録規 則／細 則の 一

部 を改 め る必要が あ り今般該当箇所 に 手当て を行 うこ と と

した、

3．改正 の 内容

今 回改 め ら れ た 項 凵 は 次の とお りで ある。

（1）

（2）

（3）

（4）

登録規則 に 規定 され る船級証書の 様式 （様式 1a、2、

3及 び 4）を改 め DN の 記載欄 を追加 した 。

Notation とな り得 る 対象 を、よ り明 らか に す る 日的

で 細則 に例示 を追加 した 。 （細則 2．1，3−2＞

「特 記事 項 」が適 用 規 則 を表示 す る た めの 項 目で は な

く、船舶の 情報を示すもの で ある 旨細則 に明 記 し、さ

ら に 「注 記」へ 用 語 を変更 した 。 （細則 2．1．5、及 び規

則 2．1．5及 び 3．1．5）

従来和英併記で あっ た外国籍船舶用 の 船級証書を英文

表記の み に 変更 し た 。瑛 文細則 Fo   3A，4，5 及 び 6）

4．今後の 規則改正 等 に っ い て

　 船 舶 の 登 録 に 際 し適用 さ れ た船級規則 とNotationの 対応

につ い て は、比 較的最近 制定 され た 規則 に あ っ て は技術規

則上 に 明 記 され る場合 も多い （例 ：高速 船規則 1 編 1．2）。

しか し なが ら、全 て の Notationに つ い て 適 用 す べ き規 則 が

明 示 され て い る状 況で は ない
。

ど の 規則 を適 用 した 場合 に

どの よ うな Notationが付 与され る か につ い て は、今後各々

の 技術規則中に明 記す る こ と と し、順 次規則 改正 等の 必要

な于当て を行 っ て い く計画で ある 。

　 また、既存 の Notationの 中 に は規則 と Notationとの 関係

の 見直 しに よ り Notation／DN の 分類 を変更す る 必要が あ る

場 合 も生 じる。こ れ らの 見 直 しは 規 則 改 正等 の 作 業 と 並行

して進 め て い く こ と とす る。船 級 証 書 の 書 替 え、デ ータ

ベ
ー

ス の 修正等の
一

連の 作業は 今回 の 登録規則改正の 発効

日 （2002 年 7 月 1 日）以降、対応す る 規則改正 ／整備 の 進

捗状況 に合わせ 川頁次行 っ て い くこ と となる。

［補足 説明 ：注記 （Descrlptive　Note） に つ い て 1

　登 録規 則細 則 2．1．5−2 に お い て 1
．
本会 が 必 要 と認 め た場 合

は、特殊 な構造、積 荷の 種類 等を船級 登 録 原 簿に 注記 とし

て 記載する。」と規定 され て い る。また、「口登録規則細則 に

お い て 海洋構造物の 設計水深／設計波高 が例示 と して 示 さ

れ て い た 。

　登録規則 に 定義 され る Notationに 当た らない 内容で あ っ

て も「注 記 」に 該 当 す る もの に つ い て は、改 め て DN と して

表示す る こ とが で き る。即 ち、従 来 は Notationに含 まれ て

い た 設 計条件 （液化 ガ ス 運 搬 船 の 設 計温 度 ／圧 力、潜 水船

の 設 計深 度 ）、あ る い は 主 官庁 の 定 め る 航 行 区域 制 限、オ ペ

レ
ー

シ ョ ン 上 特走 の 貨物 に 限定 し て い る 専用貨物運搬船

（船級 登 録 Eの 規則適用 に 影響す る構造 t／，の 特殊性が 無 い

一 26 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



NIPPON KAIJI KYOKAI (ClassNK)

NII-Electronic Library Service

N 工PPON 　KA 工J 工　KYOKA 工　（ClassNK ｝

95 2002 年度版鋼船規 則 及 び 同倹査要
．
領等 に お ける 改 ［E点 の 解説

物 ）等 の 項 目 は DN 欄 と して 表示 す る 項 目 と な る。

　また、従 来 か らDN は Register　of　Shipsに公 表 され てい た

の に加 え て 、今 後 は 船 級 証 書 に も表 示 され る こ とと な る。〔証

書様式の 体裁は 次の 新船級証 書様式 1aを参照 され た い ）例

えば次 の 液化 ガ ス 運 搬 船の 例 で は Notationの 欄 に 設 計条件

含め た 記 載が され てい た が今後は 登 録規則 の 規定 に則 して

Notation／DN の 欄 に そ れ ぞ れ 分 け て 記 載 され る こ ととな る。

　　　 r参考劔

ハIS ＊ （Tanker，
　Liquefied　Cases−Maximum 　Pre∬ ure 　18，0kgゾcm2 　and 　Minimum 　TemPerature　O ℃ 7抄 θ2P θ丿

ClaSStficαtion

Characters（9丿　　 ∫NS 　
s
（Liqt‘efied 　Gas　Cam

’
er　TyPe　2PG ）

DescriPtive　IVote　（s丿∫　（Maximum 　Pressure　1＆ 0瞭 襯
2

α 忽 ルfi瀚 um 　TemPerature　O　℃丿
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様式 1（a）

K ．

日 本 海 事 協 会
NIPPON 　KAIJI 　KYOKAI

【MO 　Number

IMO 　番 号

CEノ〜TIFICATE　OF　C乙ASSIFICATION
船 級 証 書

Ship　’s　IVame
船名

矍露1響 o プ゚ ss　T°nnage

4t（！u．14．ed　Dimensions；乙ength
王 要 寸法　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　長 さ

Owner
所有者

　　　驀纏夢
c蜘 〃 驫 規 あe・

艪 eat　
Nu 励 e 「

Breadth
幅

DePth
深 さ

Po7’〔ゾ

糠 の

Builders陥 召7ぞ BuiU
製造者，製造地

鑠 vehen　Built
製造年 月

望縫驫
゜P”ISi° n

　
Machinery ；　gkscripti°n Number

数

　　　　　　 THIS ／S τ O　CERTIFY 　THATthe 　above 　sh 　ip　having 　been　surveyed ／b7

cla ∬ ification　O η　　　　　　　　　　and ／ound ’O　be 豌 comPliance 　with 　the

Society’3　Rules α π ゴ 1〜egu ’ations ，加 3 うeen α∬ igned　a　class 砌 ゴ entered 碗 魏 θ

Cla∬ ification　Register 　z〃 ith　the 襯 ゴ8 ア〃 zentioned 　Cla ∬ ification　Cゐaracterrs 丿．

　 上 記 船 舶 は ，本 会 の 規 則 に 基 づ い て 　 　 　 年 　 　月 　 日 船 級 登 録 の た め の 検 査 を

受 け ，規 則 に 適 合 し た と 認 め ら れ た 。よ っ て，上 記 船 舶 に 船 級 を 付 与 し，下 記 の 符 号 を

以 っ て 本 会 の 船 級 登 録 原 簿 に 登 録 し た こ と を 証 明 す る e

C1α ∫5 碗 c α〃 o η

　　αharacter（s）：

　 　船級符号

Descriptive 　Note（s）’

　 　 注．記

　　　　 This　Certificate　is　 valid 　zantil

comPliance 　with 　the　Socie　ty　
’
S　Ruies　 and 　Regulations．

本証書 は 、上 記 船舶 が 本会 の 規 則 に 適合 して い る こ と を条 件 と して

Date　of 　lssue
発行 日

罫繍評
趣 銘8

轟妙゜

年

S ％ 房θ 0 ’to　 continued

月 日 迄 有効 で あ る。

日 本 海 事 協 会
NIPPON 　 KAIJI 　KYOKA1

鬱 N 　　　　　　「g
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